
議案第５８号 

八幡浜市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 

標記条例を次のように制定する。 

令和元年９月１０日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

八幡浜市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

八幡浜市水道事業給水条例（平成１７年条例第１９７号）の一部を次のように

改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定中下線で示し、又は太枠で囲まれた部分を同

表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示し、又は太枠で囲まれた部分で示すよう

に改正する。 

改正後 改正前 

  

（給水装置の構造及び材質の基準） （給水装置の構造及び材質の基準） 

第１２条 給水装置の構造及び材質の基準は、水

道法施行令（昭和３２年政令第３３６号。以下

「令」という。）第６条に規定する基準に適合さ

せなければならない。 

第１２条 給水装置の構造及び材質の基準は、水

道法施行令（昭和３２年政令第３３６号。以下

「令」という。）第５条に規定する基準に適合さ

せなければならない。 

  

（給水装置の基準違反に対する措置） （給水装置の基準違反に対する措置） 

第３４条 管理者は、水の供給を受ける者の給水

装置の構造及び材質が令第６条に規定する給水

装置の構造及び材質の基準に適合していないと

きは、その者の給水契約の申込みを拒み、又はそ

の者が給水装置をその基準に適合させるまでの

間、その者に対する給水を停止することができ

る。 

第３４条 管理者は、水の供給を受ける者の給水

装置の構造及び材質が令第５条に規定する給水

装置の構造及び材質の基準に適合していないと

きは、その者の給水契約の申込みを拒み、又はそ

の者が給水装置をその基準に適合させるまでの

間、その者に対する給水を停止することができ

る。 

２ 管理者は、水の供給を受ける者の給水装置が

指定給水装置工事事業者の施行した給水装置工

事に係るものでないときは、その者の給水契約の

申込みを拒み、又はその者に対する給水を停止す

ることができる。ただし、法第１６条の２第３項

の厚生労働省令で定める給水装置の軽微な変更

であるとき又は当該給水装置の構造及び材質が

その基準に適合していることを確認したときは、

この限りでない。 

２ 管理者は、水の供給を受ける者の給水装置が

指定給水装置工事事業者の施行した給水装置工

事に係るものでないときは、その者の給水契約の

申込みを拒み、又はその者に対する給水を停止す

ることができる。ただし、法第１６条の２第３項

の厚生労働省令で定める給水装置の軽微な変更

であるとき又は当該給水装置の構造及び材質が

その基準に適合していることを確認したときは 

この限りでない。 
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別表第３ 別表第３ 

手数料 手数料 

設計審査料 1件につき 1,000円 

工事検査料     

給水管の最大口径が20

mm以下 

1件につき 2,000円 

給水管の最大口径が25

mm以上40mm以下 

1件につき 3,000円 

給水管の最大口径が50

mm以下 

1件につき 10,000円 

指定給水装置工事事業

者手数料（指定の更新

に係る場合を含む。） 

  10,000円 

水道使用証明料 1件につき 300円 

開栓手数料   1,000円 
 

設計審査料 1件につき 1,000円 

工事検査料     

給水管の最大口径が20

mm以下 

1件につき 2,000円 

給水管の最大口径が25

mm以上40mm以下 

1件につき 3,000円 

給水管の最大口径が50

mm以下 

1件につき 10,000円 

指定給水装置工事事業

者手数料 

  10,000円 

水道使用証明料 1件につき 300円 

開栓手数料   1,000円 
 

  

附 則 

この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

 

提案理由 

水道法及び水道法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行うため。 
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